
避難所安全チェックシート（簡易版） 
 

施設を避難所として使用する前に、目視によりわかる範囲で記入すること。 
＊チェック基準 
◎ 安全性に特に問題なし。使用が可能。 
○ 散乱物等が見られるが、建物の構造には問題なし。使用が可能。 
△ 一部損壊が見られるが使用可能。もしくは判断できないため判定士の要請が必要。 
× 被害が甚大であり危険。使用不能。 

 
施設名：                      報告者：                
 
【施設に入る前に確認する項目】 
該当箇所 区 分 チェック 確認事項 備 考 

施設外観 

全体  傾斜・ゆがみ  
柱  亀裂・破断・傾斜  
壁  亀裂・ズレ・変形・剥落  
屋根  落下・破損  

 
↓ 

施設外観点検にて「×」がない場合は施設内点検へ 
↓ 

【施設内で確認する項目】 

施設内 

天井  亀裂・落下・ゆがみ  
床  亀裂・落下  
壁  亀裂・ズレ・変形・剥落  
照明  落下・使用の可否  

廊下 
窓  破損・飛散の有無  
床  亀裂・落下  

水回り 
水道  管の破裂・使用の可否  
排水  排水状況の確認  

その他気づいた点・危険部分への対処方法など 

 
※基本的に地震災害時のチェック項目です。夜間や天候が悪く確認できない場合は地区拠

点本部へ連絡し、指示を受けてください。 
※土砂災害時に開設をする場合には建物周囲に危険個所がないか確認し、建物を使用して

ください。 



質問1
建物周囲に地すべり や地割れなどが生じ
ていますか？

対象と なる建物の周辺5mの範囲で、 地面にひびが入っ ていないか、 がけ
に割れ目がないかなどを確認し てく ださ い。

Ⅰ いいえ
Ⅲ 生じ ている

質問2
隣接する建物や擁壁などが崩れて影響が
生じ ていますか？

隣接する建物や擁壁の状況を、 余震による影響も 想定し ながら 確認し てく
ださ い。

Ⅰ いいえ
Ⅲ 被害が出ている又は被害が出そう である

質問3
地震前には落下し ていなかっ た
屋根材が落下し ていますか？

離れた場所から 、 屋根全体を確認し てく ださ い。 屋根面が平ら で確認でき
ない場合は、 こ の質問の回答を行わず質問4に進んでく ださ い。

Ⅰ いいえ
Ⅱ 一部ずれて落下し そう 又は一部落下し ている
Ⅲ 1/2以上がずれている又は落下し ている

質問4
地震前には壊れていなかっ た
コ ンク リ ート 壁が壊れている箇所があり
ますか？

建物の１ 面だけでなく 、 すべての面を確認し てく ださ い。
Ⅰ いいえ又は継ぎ目部分に割れが生じ ている程度
Ⅱ 壁の一部(１ 割程度)で亀裂や表面の剥落がある
Ⅲ 一面以上で割れが生じ ている 又は 壊れている

質問5
正面及び側面から 見て建物が傾斜し て
いますか？

隣接する建物と 比較、 下げ振り により 傾き を推察し てく ださ い。
＊中段の図表を参考に判断し てく ださ い。

Ⅰ いいえ
Ⅱ 傾斜し ているよう な感じ がする
Ⅲ 明ら かに傾斜し ている

質問6
地震前には割れていなかっ た
ガラ スが割れていますか？

すべてのガラ ス窓を確認し てく ださ い。
Ⅰ いいえ
Ⅱ 窓ガラ スが割れている又はひび割れ程度
Ⅲ 窓枠やガラ スが落下し てく る危険がある

質問7
建物の柱・ はり に壊れている箇所があり
ますか？

目視で確認でき る範囲で、 柱やはり の破損状況を確認し てく ださ い。
Ⅰ いいえ
Ⅱ 全体の１ 割程度で亀裂や溶接部の亀裂がある
Ⅲ 柱やはり が壊れて内部の鉄筋が見えている

5 m程度

隣接
建物

施設

 ! "#$%&' ()* )+, -. )/' 0) %(#)! 1)2%345)677)$%&' (8)$080$9035

建物内部に入り 目視で確認3

Ⅰ Ⅱ Ⅲ

質問1～12を集計し てく ださ い4

Ⅰ Ⅱ Ⅲ

◎質問7の再評価を踏まえて質問1～質問12の
すべてを集計し てく ださ い。

必要な対応をする5

◎Ⅲの答えが一つでも ある場合は『 危険』 と 判断さ れます。
施設内へは立ち入ら ず、 地区拠点本部へ連絡し 指示を受けてく ださ い。 また、 本シート 及び右のよう な貼り 紙により 立ち入り を制限し てく ださ い。

◎Ⅱの答えが一つでも ある場合は『 要注意』 と 判断さ れます。
施設内へは立ち入ら ず、 地区拠点本部へ連絡し 指示を受けてく ださ い。 また、 本シート 及び右のよう な貼り 紙により 立ち入り を制限し てく ださ い。
被害の程度が軽く 、 専門家による補強や修繕を行う こ と が可能な場合には、 必要な措置を講じ 、 再度本チェ ッ ク シート により 点検を行っ てく ださ い。

◎Ⅰのみの場合は『 安全』 と 判断さ れます。
危険箇所や余震に注意し ながら 、 地域の皆様と 協力し て、 迅速に避難所を開設し てく ださ い。

建物外部から 目視で確認１

質問1～7を 集計し てく ださ い2

質問8
質問6,7について、 内部から 見て、 再評
価し 、 必要があれば修正し てく ださ い。

内部から みて、 ガラ ス窓、 柱やはり を確認し てく ださ い。 上記質問6、 7を再評価し 、 必要があれば訂正

質問9
地震前には正常であっ た
建具やド アが壊れていますか？

入口(玄関)だけでなく 、 障子やサッ シなどが通常の力で、 動く かどう か確
認し てく ださ い。

Ⅰ いいえ
Ⅱ 全体の1/4以上の建具やド アが動き にく い
Ⅲ 全体の1/2以上の建具やド アが動かない

質問10
地震前には正常であっ た
内部の壁が壊れていますか？

内壁をすべて確認し てく ださ い。
床・ 天井・ 柱と のつなぎ目を確認し てく ださ い。

Ⅰ いいえ又は継ぎ目部分に割れが生じ ている程度
Ⅱ 壁の一部(１ 割程度)で亀裂や表面の剥落がある
Ⅲ 一面以上で割れが生じ ている 又は 壊れている

質問11
地震前には正常であっ た
天井、 照明器具が落下し ていますか？

内壁と のつなぎ目にずれが生じ ていないか、 蛍光灯の基盤が天井から 剥離
し ていないかも 確認し てく ださ い。

Ⅰ いいえ
Ⅱ 照明器具が落下し かけている、 一部落下し ている
Ⅲ 天井が落下し ている、 落下し かけている部屋がある

質問12
地震前には正常であっ た
床が壊れていますか？

隆起やへこ みは無いか、 壁と のつなぎ目に隙間が空いているか等を確認し
てく ださ い。

Ⅰ いいえ

Ⅱ 少し 傾いている、 少し 下がっ ている部屋がある

Ⅲ 大き く 傾いている、 大き く 下がっ ている部屋がある

質問13
その他、 目についた被害を記入し てく
ださ い。

塀の様子、 水漏れ、 ガス漏れ、 家具の様子など、 気づいたこ と を記入し て
く ださ い。

◎質問１ ～７ で、 Ⅱ及びⅢの答えが一つでも ある
場合は、 こ こ で調査を終了し 、 ⑤へ進んでく ださ い。

◎質問１ ～７ で、 答えがⅠのみの場合は、 質問８
～12に進んでく ださ い。

下げ振り を左図のよう に設置、 1.5mに対し dの長さ を下記表に照ら し て傾きを推察し て
く ださ い。

★下げ振り がない時には、
紐に石を結んで代用

【 質問5関連】

Ⅰ Ⅱ Ⅲ

dの長さ が

2.5cm 以下

dの長さ が

2.5cm越え5.0cm以下

dの長さ が

5.0cm越え

参考：コンクリート造の場合



質問8
質問6について、 内部のガラ スの状況に
より 項目の評価を修正し てく ださ い。

内部から みて、 ガラ ス窓を確認し てく ださ い。 上記質問６ を再評価し 、 必要があれば訂正

質問9
地震前には正常であっ た
建具やド アが壊れていますか？

入口(玄関)だけでなく 、 障子やサッ シなどが通常の力で、 動く かどう か確
認し てく ださ い。

Ⅰ いいえ
Ⅱ 全体の1/4以上の建具やド アが動き にく い
Ⅲ 全体の1/2以上の建具やド アが動かない

質問10
地震前には正常であっ た
内部の壁が壊れていますか？

内壁をすべて確認し てく ださ い。
床・ 天井・ 柱と のつなぎ目を確認し てく ださ い。

Ⅰ いいえ又は継ぎ目部分に割れが生じ ている程度
Ⅱ 壁の一部(１ 割程度)で亀裂や表面の剥落がある
Ⅲ 一面以上で割れが生じ ている 又は 壊れている

質問11
地震前には正常であっ た
天井、 照明器具が落下し ていますか？

内壁と のつなぎ目にずれが生じ ていないか、 蛍光灯の基盤が天井から 剥離
し ていないかも 確認し てく ださ い。

Ⅰ いいえ
Ⅱ 照明器具が落下し かけている、 一部落下し ている
Ⅲ 天井が落下し ている、 落下し かけている部屋がある

質問12
地震前には正常であっ た
床が壊れていますか？

隆起やへこ みは無いか、 壁と のつなぎ目に隙間が空いているか等を確認し
てく ださ い。

Ⅰ いいえ

Ⅱ 少し 傾いている、 少し 下がっ ている部屋がある

Ⅲ 大き く 傾いている、 大き く 下がっ ている部屋がある

質問13
その他、 目についた被害を記入し てく
ださ い。

塀の様子、 水漏れ、 ガス漏れ、 家具の様子など、 気づいたこ と を記入し て
く ださ い。

質問1
建物周囲に地すべり や地割れなどが
生じ ていますか？

対象と なる建物の周辺5mの範囲で、 地面にひびが入っ ていないか、 がけ
に割れ目がないかなどを確認し てく ださ い。

Ⅰ いいえ
Ⅲ 生じ ている

質問2
隣接する建物や擁壁などが崩れて
影響が生じ ていますか？

隣接する建物や擁壁の状況を、 余震による影響も 想定し ながら 確認し てく
ださ い。

Ⅰ いいえ
Ⅲ 被害が出ている又は被害が出そう である

質問3
地震前には落下し ていなかっ た
屋根材が落下し ていますか？

離れた場所から 、 屋根全体(瓦葺は特に注意)を確認し てく ださ い。 屋根面
が平ら で確認でき ない場合は、 こ の質問の回答を行わず質問4に進んでく
ださ い。

Ⅰ いいえ
Ⅱ 一部ずれて落下し そう 又は一部落下し ている
Ⅲ 1/2以上がずれている又は落下し ている

質問4
地震前には落下し ていなかっ た
外壁モルタ ルや外装パネルが落下し て
いますか？

建物の１ 面だけでなく 、 すべての面を確認し てく ださ い。
Ⅰ いいえ又は継ぎ目部分に割れが生じ ている程度
Ⅱ 壁の一部(１ 割程度)で亀裂や表面の剥落がある
Ⅲ 一面以上で割れが生じ ている 又は 壊れている

質問5
正面及び側面から 見て建物が傾斜し て
いますか？

隣接する建物と 比較、 下げ振り により 傾き を推察し てく ださ い。
＊中段の図表を参考に判断し てく ださ い。

Ⅰ いいえ
Ⅱ 傾斜し ているよう な感じ がする
Ⅲ 明ら かに傾斜し ている

質問6
地震前には割れていなかっ た
ガラ スが割れていますか？

すべてのガラ ス窓を確認し てく ださ い。
Ⅰ いいえ
Ⅱ 窓ガラ スが割れている又はひび割れ程度
Ⅲ 窓枠やガラ スが落下し てく る危険がある

質問7
建物の鉄骨部分(柱・ はり ・ 筋かい・ 柱の
根本部)に壊れている箇所があり ますか？

目視で確認でき る範囲で、 鉄骨の柱や筋かいの破損状況を確認し てく ださ
い。

Ⅰ いいえ
Ⅱ 全体の１ 割程度で亀裂や溶接部の亀裂がある
Ⅲ 柱やはり にゆがみが生じ ている、 壊れている
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建物内部に入り 目視で確認3

Ⅰ Ⅱ Ⅲ

質問1～12を集計し てく ださ い4

Ⅰ Ⅱ Ⅲ

◎質問7の再評価を踏まえて質問1～質問12の
すべてを集計し てく ださ い。

必要な対応をする5

◎Ⅲの答えが一つでも ある場合は『 危険』 と 判断さ れます。
施設内へは立ち入ら ず、 地区拠点本部へ連絡し 指示を受けてく ださ い。 また、 本シート 及び右のよう な貼り 紙により 立ち入り を制限し てく ださ い。

◎Ⅱの答えが一つでも ある場合は『 要注意』 と 判断さ れます。
施設内へは立ち入ら ず、 地区拠点本部へ連絡し 指示を受けてく ださ い。 また、 本シート 及び右のよう な貼り 紙により 立ち入り を制限し てく ださ い。
被害の程度が軽く 、 専門家による補強や修繕を行う こ と が可能な場合には、 必要な措置を講じ 、 再度本チェ ッ ク シート により 点検を行っ てく ださ い。

◎Ⅰのみの場合は『 安全』 と 判断さ れます。
危険箇所や余震に注意し ながら 、 地域の皆様と 協力し て、 迅速に避難所を開設し てく ださ い。

建物外部から 目視で確認１

5 m程度

隣接
建物

施設

質問1～7を 集計し てく ださ い2
下げ振り を左図のよう に設置、 1.5mに対し dの長さ を下記表に照ら し て傾きを推察し て
く ださ い。

★下げ振り がない時には、
紐に石を結んで代用

【 質問5関連】

Ⅰ Ⅱ Ⅲ

dの長さ が

1.5cm 以下

dの長さ が

1.5cm 越え5 .0cm 以下

dの長さ が

5.0cm 越え

◎質問１ ～７ で、 Ⅱ及びⅢの答えが一つでも ある
場合は、 こ こ で調査を終了し 、 ⑤へ進んでく ださ い。

◎質問１ ～７ で、 答えがⅠのみの場合は、 質問８
～12に進んでく ださ い。

参考：鉄骨造の場合


